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町開基１２０年記念事業について
『開基１２０年のまち～輝きのある未来に向かって～』

　入植者による開拓の鍬が下され開拓の礎となり、今日のふるさと蘭越
町を築きあげてから、今年度、120 年の節目の年を迎えます。
（明治 32年 (1899 年）8月 1日に尻別村から分村して名駒町に南尻別
村戸長役場を開設）
この節目の年を町民とともに祝
い、更なる町の発展を期して決
意を新たにするため、町議会や
各種団体からの推薦者など 20
名により組織された「蘭越町開
基 120 年記念事業実行委員会」
を昨年 11 月に設置し、本年 3
月に開催された第 2回実行委員会で記念式典と記念公演を 10月 19 日
㈯に山村開発センターで行うことが決定しました。

◎予定される主な記念事業
・ファイターズ野球教室（5月 25 日㈯　総合運動公園野球場）
・ＮＨＫこども音楽クラブ（6月 24 日㈪　蘭越小学校体育館）
・ＮＨＫラジオ夏期巡回ラジオ体操（8月 11 日㈰　総合運動公園野球場）
・記念講演会（8月 28 日㈬　山村開発センター　講師 : 鎌田　實氏）
・記念植樹（9月下旬尻別川左岸築堤）
・記念式典（10 月 19 日㈯ 10:00 ～山村開発センター）
・記念公演（10 月 19 日㈯ 14:00 ～山村開発センター）北海道歌旅座
　　　　　「昭和のうたコンサート」

防災監を紹介します！
　本町では、１月から元自衛官の防災監を配置しています。災害発生時
の迅速な対応や、防災訓練の充実、防災知識の普及を推進してまいりま
す。

　など、ご希望がございましたら各地区にご説明に伺いますので、お気
軽にお問い合せください。
【☎ 57-5111（内線 206）蘭越町 総務課 企画防災対策室 防災係】

「地域防災マネージャー」制度
　災害対策基本法に基づく防災基本計画等において、自治体は、円滑な災害
応急対応及び復旧・復興のため防災の専門性を有する職員の確保をあらかじ
め整えるよう努めることとされています。
　近年、全国各地で頻発する集中豪雨や土砂災害、地震などに対応するため、
内閣府により「地域防災マネージャー」制度が創設されました。
　防災の専門性を有する「地域防災マネージャー」として証明を受ける能力
がある幹部自衛官を自治体の「防災監」や「危機管理監」等として採用し、
地域の防災能力の向上に資することができます。
後志管内では、蘭越町のほか、黒松内町、ニセコ町、倶知安町で「地域防災マネー
ジャー制度」を活用しています。

～髙橋防災監の主な経歴～　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　昭和 57年、陸上自衛隊真駒内駐屯地に入隊。
各部隊を経て、平成 30 年 12 月、北千歳駐屯地
業務隊２佐退官。

～こんなときは～
・今年度、配布予定の防災マップの活用方法。
・地区防災計画を策定したい、自主防災組織をつ
くりたい。
・避難所運営ゲームの体験や、災害に対する備え
について知りたい。防災監 髙橋 民人さん
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長生スポーツクラブ総会
転入教職員辞令交付式
昆布保育所入所式
昆布小学校入学式
蘭越小学校入学式
蘭越中学校入学式
蘭越保育所入所式
北海道知事選挙
春の新入学（園）期の交通安全運動黄色い旗の波街頭啓発
蘭越町遺族会・英霊にこたえる会蘭越支部総会

蘭越高等学校入学式
蘭越町日本赤十字奉仕団総会
身体障害者福祉協会総会
蘭越町交通安全運動推進委員会総会
蘭越町防犯協会総会
町民スポーツ交流会第２回実行委員会
蘭越ひばり幼稚園入園式
蘭越町母子寡婦会総会
農事組合長会議
蘭越町ボランティア活動登録者連絡会総会
育苗施設作業安全祈願祭
蘭越町女性連絡協議会総会
蘭越町老人クラブ連合会総会
第37回ニセコ連峰歩くスキー大会
蘭越町行政協力員会議
蘭越町グラウンドゴルフ愛好会総会

北方領土復帰運動蘭越町推進協議会総会
蘭越ソフトテニス少年団総会
蘭越町後継者結婚推進会議総会
蘭越町ゲートボール協会総会
蘭越町議会議員選挙
蘭越町民生委員児童委員協議会総会
蘭越町地域活動推進協議会総会
蘭越町高齢者事業団総会
蘭越町スポーツ少年団本部総会
蘭越町高齢者学級「蘭寿大学」開講式
蘭越町交通安全街路灯施設組合総会
蘭越町生涯学習推進委員会第１回会議
役場職員交通事故防止総決起集会
昆布小学校みんなの本だな事業
蘭越高校国際交流ニュージーランド訪問報告会
蘭越消防団・蘭越支署春季消防演習
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タイトル ：「港」

出  品  展：「第８回日展」

制  作  年：昭和２７年
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△ 4/29　育苗施設最終出荷日




